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日集リ ー ダ ー 文責プロ ね ムr十重フ H ムJ

米F の白熱災書 暮♯済危♯からの畿輿を学ぶ

■当日プログラム( 予定)

第 一

部( 1ユ: 00 ～ 1 4 ニュ5) 墓爛セミナ ー r
"

起♯のまち
-

と呼ばれるまでJ

講師: フロ ゼル ･ ダニ エ ル ス ･ ジュ ニ ア 氏

りレイジアナ財団最高責任者兼理事長)
1 9 7 0 年アメリか 二 1 -

オリンズ市生まれ｡ ハリケ ー

ン カトリー ナとリタの被害から瑚壬矧こ向けて設立された財団の
代 乱 社会的弱者を減らし､ 持続可能な強しロミュニティを作る人 々や活動に授 乳 ルイジアナ州の再建のため
過去6 年にわたり4 1 5 0万 ドル ( 約3 2 億円) を2 0 0 以上 のN P O に戦略的に投資し､ 災害直後 の被災害支援
から､ 3 . 0 0 0 以上 の中小企業の再建 ､ 住民主彊聖 のコミュニティ再 生などモ大きな役割を果たした｡ 同氏 は
2 0 0 7 年より至耶弘 前職はテユレ

ー

ン大学にて､ 州政府 市 政府担当部門の責任者を9 年 間務めた｡ その前は都
市政策専門家としてニュ ー

オリンス市長室 で連邦政府 ･ 州政府担当課に動乱 また､ クレ ー タ ー ･

コ
ー

オリンズ ･

ア ーノーン■ リ ー グの議長を2 0 1 1 年まで5 年間務めた｡

第二 部( 1 4 : 5 0 ～ 1 7 : 0 0) 分科会

■分科会A : コ b ニ ティ財団の役割
ニュ

ー オリンズの復興を牽弓ル剋 〃ジアナ財 軋 米国には多数のコミュニ ティ財団が存在し､ 哩或の課題解決へ
の大きな役割を担っ てし 札 束日本大震災後に

､ 東北においてもコ三1 = ティ財団や､ 地域内での資金循環を生
み出す仕軌ナが始まっている｡ その役割について改めて考える｡

■分科会8 : エ ンジェ ルの巻き込み方
～ N P O の マネ ジメントに地■のよ集リ

ー

ダ ー をどうせき込むか 一

災 害後 ･ 様 々なソ ー シャルビジネスカ泣ち上力らてし庵ニュ ー オリンズ｡ その仕掛け劇物ひとつ でもあり､ 同時に自身
も自立した経営を行うr 刀 ベラJ は3 0 代前半の若手事務局長を中心としつつ ､ モの周 辺には豊富な経験を持つ
地域の産業リー タ ー たちがコミッ 軋てし胤 刀 ベラのケ ー スを材料に､ N P O のマネジメンH こ地域の産業リー ダ ー を
凸 巻き込むかを考える｡

■分科会⊂: ｢ 仕舞J をあらわすr 指揮J の必暮憧
～ 女川町におけるデ ー タ活用職鴨金1 -

コ
ー

オリンズにおいて地域のビジョン形成に大きな貢献をしたコミュニティ ･ デ ー タセンタ ー

. 日本でも多くの統計デー

タはあるものの､ 現 場の民間団体が活用できるようなr 絶集｣力塗れていない喝合が多い｡ 女川 でのデ ー タ繊集プロ
ジ工クトをケ ー スにし別)ち ､

｢ 復艶｣ における｢指 標｣ の活かし方につ いて考える｡

■分科会D :地♯の本気度を古める
一 口 ー 加 レな担い手を書成するために -

今後の中長期にわたる東北の復興には､ モれぞれの地物こ根ざした担し辛力習 っていくことが欠かせ机 1 ｡ ∪Ⅰタ ー

ンでの人材の巻き込みの必要性が言われる一方 で､ モのためにも地域側の受入環境が垂裂こなっていく｡ 5 年前
に経済危楓こ陥ったウイルミントンや､ 島根県海士町などめ取り組みを参考にしながぢ､ ｢地域の本気度を高める｣
ための仕憂凱ナにつ いて考える｡

※ 1 7 : 3 0 - 1 9 : 3 0 懇親会
米国リ ー ダ ー や各分科会の 登壇看を中心とした懇親会を開催数します ｡

■当日登壇者
※その他 ､ 各 分科会に て ､ 全 国各地 で地域再生に取り組まれ てい らっしやる方々 に ､ ご登 壇を
お願 いしております｡

フ ロ ゼ ル ･ ダニ エ ルス ･

ジ ュ ニ ア

( Fl o 王tll【b n l 由 . J r .)

ファ ウンデ
ー ション ･ フォ

ー ･

ル イジアナ

t 高責任者兼理■虞

社会的弱者を減らし､ 持続可能な強い 社会を構築
することを目指す人材や活動に投資を行うファウン
デ ー ション ･ フォ ー

リレイジアナを辛いる｡ 前書は ､ 都
市政策書M 辛として ニ ュ ー オ ー リン ズ市長室で連邦
政府 ･ 州政府担当課 こ勤務した後､ テ ユ レ ー ン 大竿
で 州政府 ･ 市政府堰当部M の兼任者を務めた. オ ー

リン ズ公共教育ネットワ ー クの 創設メン バ ー で
､ 現在

同ネットワ ー クの会 長を務めると同時 にグレ ー タ ー
･

ニ ュ
ー オ ー J ノンズ ･ ア ー バ ン ･ リ ー グの 垂▲を務める｡

ニ ュ
ー オ ーノン ズ大学生物料亭業､ テ ユ レ

ー

ン 大学
経営学♯士号取得

アリソン ･ プライヤ ー

( A 帖 o n P】咋 r)

ザ･ デ ー タ･ センタ ー

代轟

ハ リケ ー ン ･ カトリ ー ナ後の = ユ ー オ ー

リン ズの 回復
状況を分析するために､ ブル ッキングス 研究所と共

同で ､ ニ ュ ー オ ー

リン ズ イ ンデックス ･

シリ ー ズを開
発｡ ブル ッキン グス 研究所プレス 発行 のr 回復力と
繍会=カトリ ー

ナ 及びノタ後の米国湾# 地域か ら学

ぷ｣ の ヰ■舌｡ 非営利および零細企♯の組汝管理

能力の開発などで8年､ 企業向けマ ー

ケティン グコ
ン サ ルタントとして1 0 年の 経験を経て ､ ヱ00 1 年に

デ ー タ･

セ ンタ ー

に 入社｡

ヴア ン ダ ー ビルト大学卒稟｡ テ ユ レ ー ン 大学 公 共衛
生大学成博 士号取得｡ ケ ロ ッグ経営大学院経官学
修士号取得 ｡

ニ ー

ル
･ ギボン ズ

t N ei ‖;ib b o n 5)

プ ロ ペ ラ: フォ ー ス ･ フォ
ー ･

ソ ー シャ ル イノベ ー ション

会よ

新商品の展開や新規事業の立ち上 げ､ 及び他事業
の成長を支捜することに特化して いる起業家で ､

1 0

力四以 上 で 支錬を農関 して いる｡ 2 01 0 年から同氏が

会よを務めるプロ ペ ラ: フォ ー

ス ･ フ ォ
ー

･ ソ
ー

シャ ル

イノベ ー

ション は､ ニ ュ ー オ ー Jノン ズを本拠地とする

非営利団体で ､ 社会企業者が正面する社会及び環

境面の問題 へ の 取り組みや､ 事業の 成長及び持続

可能な事業の■築に向けた支擾を行っ てい る｡ 同
氏の 着任以降 ､ プロ ペラは ､ 社会企業書のため の

新規事業支撞ス ペ
ー

スを立ち上げ､ 年Ⅶ予暮をZ O

倍 に増やし､ 叩 を超える社会企業家の支撞を行っ て
きた. また､ D N A 塩 基配列及び遺伝子構造の設計

のため の ⊂A D シス テムや デ ー タを提供する
G モロo ⊂A 【) の t 高暮住着を務める｡
国際経営脾発研究所【冊 D)経営学♯士号取得｡

一 子イラ
~

･ スタカ ー ト

( T a Yl o r S t u 止 e 代)

エ ナ ー ジャ イズ･ ダノントン ･

カウンティ

ディ レクタ ー

地 域が主体となった経済危機 へ の 対応を先導する

ため､ クリントン 郡:地域企画委員会の支援を得て非

営利団体エ ナ ー ジャイズ･ ケノントン ーカウンティを創
設｡ 同団体は主に ロ ー カルビジネス ､ ヤングプロ

フェ ッショナル ､ 食糧 ､ エ ネル ギ ー

､
ロ ー カル ･ ビジョ

ニ ン グの5 分野に注力する戦略をとっ て いる｡ この

馳軋ま､ 先進的な取り組みとして高く評価され､

2 0 1 3 年に 米国企画協会からは､ 賞を受暮｡ また

ほD ⊂ 個 際経済開発委▲会)の 全米会旗を始め ､ 多

数講演を行っ ている｡ ′くトラ
一 大苧( 哲学専頑) 卒

業, シン シナテ ィ大学デザイン ･ 建築 ･ 芸術 ■ 企画大
学院増血 企画♯士号取得｡


